
 

ガザ虐殺は 

なぜ起きたのか 

2023 年 10 月７日、ガザで起きたハマスの決起に対し、イスラエルによる未曽有のジ

ェノサイド（大量虐殺）が始まった。世界のメディアは連日この事態を報道している

が、それは果たして事態の核心を伝えているのであろうか? パレスチナをたびたび訪

れ、現地の事情に詳しい東京外大名誉教授の藤田進さんに、ハマスの決起はなぜ起き

たのか、それを伝えるメディアの問題点、私たちはこの歴史的事態をどうとらえるべきか。

パレスチナ民衆の苦難の歴史を踏まえながら、日本のメディアの伝え方を検証する。 

2024 年 

６月８日(土) 

午後２時～４時 

浦和コミュニティセンター

第 14 集会室  

（浦和・パルコ９階） 

 

藤田 進（ふじた・すすむ）   

1944 年生まれ。1969 年東京外国

語大学アラビア語学科卒。同大学名

誉教授。著書に『新しい世界史＠甦

るパレスチナ』（東京大学出版会

1989 年）など。川口市在住。 

主催 

埼玉・市民ジャーナリズム講座 

実行委員会 

090-6190-4634(キクチ) 
saitamashiminj@gmail.com

参加費:800 円 

 

 

▲申込みフォーム 

パレスチナ自治区を取り囲む巨大な分離壁。監視塔には武装したイスラエル兵が常駐する（イスラエル・エルサレム） 

※どなたでも参加できます（ 準備の都合上、事前のご連絡をお願いします ）。 

第 72 回 埼玉・市民ジャーナリズム講座 


